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2023年3月31日 

 

「実感 アマモは海のゆりかごだ！」 

 

特定非営利活動法人アマモ種子バンク 

 

１．事業の目的 

アマモを育て、移植してアマモ場を増やし、海の環境、生態系の保全・改善を目指す活動は、

一般市民の参加や、環境教育の中の体験学習として幾つかの小学校で取り組まれており、そこで

は市民、児童の興味・関心は高い。 

しかし、アマモ場にどんな魚や小動物が生息しているか目で見て知る機会がほとんどないので、

海のゆりかごとアマモ（アマモ場）が称されている理由、その重要性を実感として理解できてい

ないようである。 

そこで、アマモ場にどんな生き物がどれほど棲んでいるか、小型地曳網を用いた自生アマモ場

の生物調査を児童達や市民に自ら体験してもらい、獲れた生き物を自分の目で見ることにより、

海のゆりかごアマモ（アマモ場）の大切さを実感してもらい、その再生を目指す活動への理解と

共感を広げることを目的とする。 

 

２．事業の実施地域 

この事業を実施した地域はアマモが自生する明石市江井ヶ島海岸で、海岸の現況を写真-2.1 に

示す。また、実施にあたっては江井ヶ島漁業協同組合、江井ヶ島の子どもを守る会、大阪海さく

ら、須磨里海の会の協力を得て行っている。 

 

写真-2.1 事業実施海域 

 

３．使用地曳網の諸元 

使用した地曳網の諸元は以下の通りで、写真-3.1 に示す。 

   ・袖網 高さ 1m×長さ 3m 網目 10mm 

   ・袋網 先端開口部 高さ 1m×幅 2m 

       袋網先導部 高さ 1m～0.5m 幅 2m～1m 長さ 3m 網目 5mm 

       袋網後端部 高さ 0.5m～0.3m 幅 1m～0.5m 長さ 1m 網目 2.5mm 

       後端開口部 高さ 0.3m×幅 0.5m 

明石市江井ヶ島海岸 
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 写真-3.1 使用した地曳網 

 

４．地曳網の作業手順 

4.1 地曳網を曳く測線 

江井ヶ島海岸での、地曳網を曳く測線を図-4.1 に示す。 

 測線はアマモが繁茂している海底だけでなく、アマモが密生していない砂泥質の海底の 2 測線

としている。  

 

図-4.1 地曳網の測線 

4.2 地曳網の作業手順 

地曳網は、まず沿岸部に 2 本の曳綱(ロープ)を約 50m 離して置き、ロープ先端を地曳網の袖網

先端部に繋ぎ、地曳網をゴムボート(または作業船)に積み込み、ロープ総延長が 100m～250m とな

る沖合いまで引き出す。そして、船上から地曳網を海面に落とし込み、ダイバーの手で地曳網を

正常に展張し、ダイバーの準備完了の合図で、地曳網を曳き始める。曳き手は一端 5 人以上で、

ロープの引き速度は 0.3m/sec～0.5m/sec である。以上の一連の作業を写真-4.1 に示す。 

   

 写真-4.1 地曳網の作業手順 

 

曳きﾛｰﾌﾟの引き出し  地曳網の落とし込み  地曳網の引き上げ  
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4.3 採捕生物の選り分け 

引き上げられた地曳網の内容物は、まず大型(200ℓ )のポリ容器に移し（写真-4.2）、それを小

さなポリ容器に小分けして、地曳網に参加して頂いた市民、子ども達に生き物を選り分けてもら

った（写真-4.3）。 

     

写真-4.2 大型容器への移し変え              写真-4.3 生き物の選別 

4.4 採捕生物の同定と説明 

 地曳網を行う際には魚介類に精通した方を講師に招き、参加者が選り分けた生き物の同定とそ

の特徴について説明をお願いした（写真-4.4）。 

 

写真-4.4 生き物の説明 

4.5 採捕生物の記録 

 採捕生物はそれぞれ写真撮影し、記録として残している。 

 

５．地曳網によるアマモ場の生物調査 

5.1 地曳網の実施日程 

 本事業で実施した地曳網を表-5.1 に示す。 

表-6.1 地曳網の実施日程 

調査名 実施場所 実施日 
参加者(人) 

備考 
ｽﾀｯﾌ ﾀﾞｲﾊﾞｰ 一般 

夏季調査 

江井ヶ島海岸 

2022.5.29 8 1 70 地曳網後にアマモ種子採取 

秋季調査 2022.8.28 5 1 25  

冬季調査 2022.11.27 5 1 40  

春季調査 2023.3.26 ― ― ― 天候不順ほかの理由により中止 

5.2  地曳網の実施状況 

(1) 夏季調査 

今年は事前の参加申し込みも多く、これまで一番の参加者でした。 

一日の様子は以下の通りです。 

 

クサフグ 
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写真-5.1 それでは曳きますよ！ 

  

写真-5.2 網が少し巻いていましたが、良しとしました！ 

 

写真-5.3 生き物の選り分け作業 

生き物の説明はいつものように須磨里海の会代表(元神戸市立須磨海浜水族園園長)の吉田裕之

先生にお願いしました。 

  

写真-5.4 吉田裕之先生の説明 

これで地曳網イベントは終わりですが、今日は「海と日本 PROJECT in ひょうご」の一環でサ

ンテレビの番組｢ひょうご海ライブ｣で当 NPO の活動を紹介するための取材が行われていました。 
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写真-5.5 サンテレビの取材(左:吉田先生、右:出口理事長) 

地曳網イベント終了後 15 分ほどの休憩を取り、アマモ種子の採取を行いましたが、こちらもこ

れまでで一番多くの参加者でした。 

 

写真-5.6 アマモ種子(花穂)の採取 

また、吉田先生と西宮から参加されている糸谷さんには採捕生物のデータ収集をお願いしてお

り、最後の最後まで本当にありがとうございました。 

 

写真-5.7 採捕生物のデータ収集 

(2) 秋季調査 

お子さんたちの夏休み期間中の日曜日に初めて日時を設定して行いました。 

多くのお子さん連れのご家族が多く参加されると思ったのですが、天候は良いのに海岸を散策

する人も少なく、ご家族もほとんどおらず、海岸は普段よりもひっそりとしていました！ 

新学期は 9 月 1 日からとばかり思っていましたが、コロナのため兵庫県では新学期は翌日の 29

日（月）からとなっていたと後でわかりました。夏休みの宿題の絵日記などにと考えたのが間違

いでした。 

とにかく、曳き手がこれでは少ないのでマイク片手に海岸を歩き、行きかう方でこれはと思う

方々にお声がけし、協力をお願いしました。 
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写真-5.8 夏休み最後の日曜日、多くの家族連れで賑わうと期待したのですが・・・ 

なおかつ難題が！汀線付近に多量のアナアオサが滞留しています。これを網に入れては生き物

の選別が大変です！汀線近くで網の開口部を水面上に引き上げ、アオサを網に入れないようにし

ました。アマモが密生している東側ではうまくいきましたが、アマモが疎らな東側はうまくいか

ず、網はアオサで満杯！ 

  

写真-5.9 汀線近くに打ち寄せられるアオサ類の中にも生き物の幼稚子が多くいるのに？ 

皆さんに生き物の選り分け作業をお願いする前に、まずはアオサをある程度除去しなくてはな

りません。大変な手間ですが、仕方ありません。 

  

写真-5.10 オコゼやアイゴなど棘のある生き物を見つけたら、触らずに先生にまず知らせてね！ 

選り分け作業も終え、須磨里海の会･代表の吉田先生から生き物の説明をして頂きました。 

  

写真-5.11 選り分けた生き物の説明 
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(3) 冬季調査 

天候は晴れ、風もなく穏やかな日和ですが、海岸を散策される方は少ないですね。  

 しかし、いつも参加していただいている大阪海さくらさん、大阪市東淀川区の中村さんご家族

の皆さんが来られており、曳き手は大丈夫です。 

  

写真-5.12 こちら(西側:アマモ場)はスムースに 

“なにか平ぺったい大きなものが入っているけど、何だ？”と皆さん網の中を覗き込んでいま

す。なんと！全長 50cm の大きなヒラメです！これまで、こんな大きなヒラメを直に見たことはな

く、驚きです。しかし、このサイズだと、水深のある沖合の岩場や砂地に棲息しているのでは？

沖合に餌がなく、アマモ場にエビ、カニなどを食べに迷い込んだか？ 

  

写真-5.13 こんな大きなヒラメが入るとは考えておらず、一体何だ？と驚きました！ 

今回はアオサも少なく、生き物の選り分けも順調に終わり、いつもの通り須磨里海の会･会長の

吉田先生に生き物の説明をお願いしました。 

しかし、今日の子供たちは生き物についてよく知ってますね！知識は大人顔負けです。 

吉田先生の質問に、ほぼ全員が手を挙げます！ 

 

写真-5.14 生き物の選り分けも順調に 
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写真-5.15 みんな、よく知ってますね！ 

(4) 春季調査 

子供たちが春休みの３月 26 日(日)に予定していましたが、生憎の雨で中止としました。 

中止・順延で 4 月 2 日(日)に順延をとも考えましたが、天候の問題だけでなく、他事業の日程

との調整、次年度の事業計画・予算などからも実施は難しく、残念でしたが順延ではなく中止と

しました。 

 

６．地曳網によるアマモ場の生物調査結果 

6.1 採捕生物 

採捕した生物の一覧を表-6.1～表-6.4、写真-6.1～写真-6.4に示す。ここで、同一種が複数回

の調査で採捕されている場合、その種の写真は最も鮮明な映像が得られた季節の写真のみ掲載し

ている。 

表-6.1 江井ヶ島海岸での採捕生物一覧(夏季調査) 

 採捕生物 

ｱﾏﾓ場 

（西側） 

ﾀｹﾉｺﾒﾊﾞﾙ ﾒﾊﾞﾙ属 ｸｼﾞﾒ ｱｲﾅﾒ ｱｻﾋｱﾅﾊｾﾞ ｽｽﾞｷ ｱｵﾀﾅｺﾞ 

ﾋﾒﾊｾﾞ       

ｱﾏﾓ場なし 

（東側） 

ﾖｳｼﾞｳｵ ﾀｹﾉｺﾒﾊﾞﾙ ﾒﾊﾞﾙ属 ｸｼﾞﾒ ｻﾗｻｶｼﾞｶ ｱｻﾋｱﾅﾊｾﾞ ｽｽﾞｷ 

ｳﾐﾀﾅｺﾞ属 ｷｭｳｾﾝ ﾑｽｼﾞｶﾞｼﾞ ﾀｹｷﾞﾝﾎﾟ ﾆｼｷｷﾞﾝﾎﾟ科 ｱﾐﾒﾊｷﾞ 
 

     

ﾀｹﾉｺﾒﾊﾞﾙ           ﾒﾊﾞﾙ属            ｸｼﾞﾒ 

     

ｻﾗｻｶｼﾞｶ           ｱｻﾋｱﾅﾊｾﾞ            ｽｽﾞｷ 
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ｱｵﾀﾅｺﾞ           ｷｭｳｾﾝ             ﾑｽｼﾞｶﾞｼﾞ 

      

ﾀｹｷﾞﾝﾎﾟ           ﾆｼｷｷﾞﾝﾎﾟ科           ﾋﾒﾊｾﾞ 

 

ｱﾐﾒﾊｷﾞ 

写真-6.1 夏季調査・採捕生物 

 

表-6.2 江井ヶ島海岸での採捕生物一覧(秋季調査) 

 採捕生物 

ｱﾏﾓ場 

（西側） 

ﾀﾂﾉｵﾄｼｺﾞ ﾒﾊﾞﾙ属 ｻﾗｻｶｼﾞｶ ｱﾅﾊｾﾞ ﾖｺｽｼﾞﾌｴﾀﾞｲ ﾏﾀﾞｲ 

ﾖﾒﾋﾒｼﾞ ｱｵﾀﾅｺﾞ ﾓﾖｳﾊｾﾞ ｱｲｺﾞ ｱﾐﾒﾊｷﾞ ｶﾜﾊｷﾞ  

ｱﾏﾓ場なし 

（東側） 

ｵｷｴｿ ｵｸﾖｳｼﾞ ﾒﾊﾞﾙ属 ｻﾗｻｶｼﾞｶ ｷｼﾞﾊﾀ ﾏﾀﾞｲ ｱｲｺﾞ 

ｱﾐﾒﾊｷﾞ ｸｻﾌｸﾞ      

   

ｵｷｴｿ            ﾀﾂﾉｵﾄｼｺﾞ           ｵｸﾖｳｼﾞ 

   

ﾒﾊﾞﾙ属            ｻﾗｻｶｼﾞｶ            ｱﾅﾊｾﾞ    
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ｷｼﾞﾊﾀ           ﾖｺｽｼﾞﾌｴﾀﾞｲ                      ﾏﾀﾞｲ 

   

ｱｵﾀﾅｺﾞ           ﾓﾖｳﾊｾﾞ             ｱｲｺﾞ 

   

ｱﾐﾒﾊｷﾞ            ｶﾜﾊｷﾞ             ｸｻﾌｸﾞ 

写真-6.2 秋季調査・採捕生物 

 

表-6.3 江井ヶ島海岸での採捕生物一覧(冬季調査) 

 採捕生物 

ｱﾏﾓ場 

（西側） 

ｱﾅﾊｾﾞ ｸﾛｻｷﾞ ｷﾁﾇ ｱｵﾀﾅｺﾞ ﾆｼﾞｷﾞﾝﾎﾟ ﾋﾒﾊｾﾞ ｱｲｺﾞ 

ﾋﾗﾒ ﾒｲﾀｶﾚｲ ｸｻﾌｸﾞ     

ｱﾏﾓ場なし 

（東側） 

ﾖｳｼﾞｳｵ ｷﾁﾇ ｼﾛｷﾞｽ ﾈｽﾞﾐｺﾞﾁ ﾋﾒﾊｾﾞ   

       

   

ﾖｳｼﾞｳｵ                   ｱﾅﾊｾﾞ            ｸﾛｻｷﾞ 

   

ｷﾁﾇ                   ｼﾛｷﾞｽ          ｱｵﾀﾅｺﾞ 
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ﾆｼﾞｷﾞﾝﾎﾟ                 ﾈｽﾞﾐｺﾞﾁ           ﾋﾒﾊｾﾞ 

   

ｱｲｺﾞ                       ﾋﾗﾒ            ﾒｲﾀｶﾞﾚｲ 

 

ｸｻﾌｸﾞ 

写真-6.3 冬季調査・採捕生物(江井ヶ島海岸) 

 

以上の結果から、採捕魚類の種類数を表-6.4 に、藻場の有無による魚類の種数の違いを図-6.1

に示す。 

 
図-6.1 藻場の有無による魚類の種数の違い 
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表-6.4 採捕魚類の種類数 
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また、採捕魚類の種類別の個体数を表-6.5 に、藻場の有無による魚類の個体数の違いを図-6.2

に示す。 
表-6.5 採捕魚類の種類別の個体数 
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注）夏季の「アマモ場あり」は干潮のため、通常に比べて十分な曳網ができなかった。 

図-6.2 藻場の有無による魚類の個体数の違い 

そして、採捕生物(魚類)の種別の全長を表-6.6 に、魚類の全長のヒストグラムを図-6.3 に示す。 
表-6.7 採捕生物(魚類)の全長 
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図-6.3 魚類の全長のヒストグラム 

 


